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活
動
の
背
景
と
目
的 

お
よ
び
活
動
の
概
要

　

2
0
0
4
年
12
月
26
日
の
ス
マ
ト
ラ

沖
地
震
以
来
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
で
大

き
な
被
害
を
伴
う
地
震
が
頻
発
し
て
お

り
、国
境
な
き
技
師
団（
E
W
B
J
）、土

木
学
会
、日
本
地
震
工
学
会
、日
本
建
築

学
会
は
継
続
的
な
復
興
支
援
活
動
を

行
って
き
た（

1
（

。図
1
に
スマ
ト
ラ
で
の
最
近
の

地
震
の
発
生
域
お
よ
び
今
回
の
地
震
の

震
源
と
被
害
の
領
域
を
示
す
。海
溝
型

地
震
が
続
い
て
発
生
し
て
お
り
、西
スマ
ト

ラ
州
沖
で
も
大
き
な
海
溝
型
地
震
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。そ
の
な
か
で
、

2
0
0
9
年
9
月
30
日
に
西
ス
マ
ト
ラ

州
に
近
い
スマ
ト
ラ
沖
で
M
7・
6
の
地
震

が
発
生
し
た
。沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
内
の

地
震
で
あ
り
懸
念
さ
れ
て
い
た
も
の
と
は

タ
イ
プ
は
違
う
も
の
の
、約
1
0
0
0
人

の
方
が
亡
く
な
る
な
ど
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。国
境
な
き
技
師
団
、土
木

学
会
、日
本
地
震
工
学
会
は
、被
害
の
大

き
さ
か
ら
判
断
し
、ま
た
現
地
の
要
請
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、復
旧
を
支
援
す
る
目

的
で
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
。10
月
の
第
1

次
チ
ー
ム
が
被
災
概
要
を
把
握
し
、特
に

被
害
の
大
き
な
も
の
に
対
し
て
復
旧
を

支
援
す
る
専
門
技
術
者
を
第
2
次
チ
ー

ム
と
し
て
12
月
に
派
遣
し
た
。そ
れ
ぞ
れ

の
チ
ー
ム
の
構
成
を
表
1
、表
2
に
示
す
。

第
1
次
チ
ー
ム
の
活
動

　

被
災
の
状
況
と
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
を
確
認
す
る
た
め
、10
月
15
日

〜
20
日
に
被
害
調
査
を
行
い
、現
地
技

術
者
と
の
協
議
を
実
施
し
た
。土
木
分

野
で
は
、震
源
に
近
い
地
域
の
山
間
部
の

道
路
斜
面
の
崩
壊
と
そ
れ
に
伴
う
交
通

の
遮
断
、民
家
の
損
壊
が
大
き
な
問
題

と
と
ら
え
ら
れ
た
。建
築
で
は
、パ
ダ
ン
市

内
に
多
く
存
在
す
る
構
造
設
計
が
な
さ

れ
た
大
型
の
構
造
物（
庁
舎
、病
院
、銀

行
、ホ
テ
ル
、複
合
商
業
施
設
、体
育
館
）

な
ど
の
被
害
が
非
常
に
多
く
、か
な
り
の

割
合
で
層
崩
壊
を
伴
う
甚
大
な
被
害

を
受
け
た（
写
真
1
）。民
家
は
耐
震
的
に

無
補
強
の
も
の
も
多
く
、広
範
囲
で
被

害
を
受
け
た
。さ
ら
に
、パ
ダ
ン
市
な
ど
の

低
地
で
は
液
状
化
が
発
生
し
、そ
れ
に

伴
う
構
造
物
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た
。こ

れ
ら
の
う
ち
道
路
斜
面
や
建
築
物
の
復

旧
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
、第

2
次
チ
ー
ム
の
派
遣
に
つ
な
げ
た
。

2009年インドネシア・スマトラ沖地震復旧支援チーム 
（国境なき技師団・土木学会・日本地震工学会）の活動

正会員　飛島建設（株）　三輪 　滋
正会員　（株）高速道路総合技術研究所　吉村 雅宏

2004年スマトラ島沖地震以降も大きな被害を伴う地震が続くインドネシア
で、また、2009年9月30日にスマトラ沖でマグニチュード（M）7.6の地震が発生
し、多くの被害が発生した。国境なき技師団は土木学会、日本地震工学会と
ともに現地での復旧活動を支援するため、2009年10月および12月に復旧支
援チームを派遣し、それ以降も継続的支援を実施している。ここでは、2009
年10月および12月の活動について報告する。

氏　名 勤務先
濱田 政則 早稲田大学理工学術院 教授
三輪 滋 飛島建設（株）技術研究所 所長
アイダン・オメル 東海大学海洋学部海洋土木工学科 教授
岸本 一蔵 大阪大学大学院地球総合工学専攻 准教授
真田 靖士 豊橋技術科学大学建設工学系 准教授　

沼田 宗純 東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学 
国際研究センター 助教

鈴木 智治 NPO 国境なき技師団インドネシア支部事務局長
Rusnardi Rahmat Putra 京都大学大学院工学研究科都市社会工学専攻

表1　第1次チームの構成

氏　名 勤務先
濱田 政則 早稲田大学理工学術院 教授
瀬崎 明 日本工営 技師長
吉村 雅宏 （株）高速道路総合技術研究所 総括研究主幹

竹本 将 （株）高速道路総合技術研究所 道路研究部 
主任研究員

アイダン・オメル 東海大学海洋学部海洋土木工学科 教授
寺本 隆幸 東京理科大学工学部建築学科 教授
大越 俊男 （財）日本建築センター構造判定部 審議役
鈴木 智治 NPO 国境なき技師団インドネシア支部事務局長
Rusnardi Rahmat Putra 京都大学大学院工学研究科都市社会工学専攻
Fauzan Andalas大学工学部（現地での協力）
三輪 滋 （在京支援）飛島建設（株）技術研究所 所長

表2　第2次チームの構成

図1　�地震の破壊領域と今回の地震の震央（東海
大学アイダン先生の図に加筆）
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第
2
次
チ
ー
ム
の
活
動

　

12
月
13
日
〜
23
日
の
第
2
次
チ
ー
ム

の
活
動
は
、現
地
調
査
の
う
え
復
旧
の
実

務
的
技
術
提
案
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。そ

の
た
め
、政
府
関
係
の
技
術
者
や
大
学
関

係
者
を
対
象
と
し
、17
日
に
E
W
B
J

主
催
の
ワ
ー
ク
ショッ
プ
を
現
地
パ
ダ
ン
で
、

ま
た
21
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
主
催
の

セ
ミ
ナ
ー
を
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
し

た
。両
会
場
と
も
は
じ
め
は
土
木
・
建
築

共
通
課
題
に
つ
い
て
、そ
の
後
会
場
を
土

木
班
と
建
築
班
に
分
け
、崩
壊
要
因
、

道
路
、ダ
ム
、建
築
物
の
被
災
と
今
後
の

復
旧
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、意
見
交
換（
写
真
2
）を
行
っ
た
。

　

今
回
調
査
対
象
と
し
た
パ
ダ
ン
近
郊

の
ダ
ム
被
害
は
軽
微
で
あ
っ
た
も
の
の
、道

路
被
災
個
所
は
地
震
発
生
か
ら
2
个
月

半
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、手
つ

か
ず
の
状
況
で
あ
り
、雨
季
に
入
り
崩
壊

土
砂
が
土
石
流
化
す
る
個
所
も
あ
っ
た
。

道
路
被
災
形
態
は
多
様
な
た
め
、こ
の
形

態
を
四
つの
パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
、復
旧
方

法
の
提
案
と
意
見
交
換
を
行
った
。特
に
、

写
真
3
に
示
す
よ
う
な
規
模
の
大
き
な

崩
壊
個
所
は
、ま
ず
州
政
府
で
復
旧
す
べ

き
姿
の
方
針
を
立
て
、そ
の
方
針
に
基

づ
き
学
識
経
験
者
お
よ
び
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

構
成
す
る
検
討
委
員
会
で
広
く
意
見
を

求
め
、最
適
な
方
法
を
決
め
る
よ
う
、提

案
も
行
っ
た
。日
本
で
は
よ
く
採
用
す

る
手
段
で
あ
る
が
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

な
じ
み
が
薄
い
と
の

こ
と
。そ
こ
で
会
場

を
即
席
に
仮
想
の
検

討
委
員
会
に
見
立

て
、討
議
形
式
の
意

見
交
換
も
行
っ
た
。

　

な
お
、2
0
1
0
年

2
月
に
は
現
地
技
術

者
を
日
本
に
迎
え
建

築
物
の
耐
震
補
強
技

術
を
研
修
し
て
も

ら
っ
た
。さ
ら
に
4
月

以
降
に
も
復
旧
の
継

続
支
援
の
た
め
専
門

技
術
者
を
派
遣
す
る

予
定
で
あ
る
。

謝
辞
：
本
活
動
の
う
ち
、第
1
次
チ
ー
ム

は
、N
P
O
国
境
な
き
技
師
団
、土
木
学

会
、日
本
地
震
工
学
会
の
共
同
活
動
と
し

て
実
施
し
た
。第
2
次
チ
ー
ム
は
、国
境
な

き
技
師
団
が
ジ
ャパン
プ
ラッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

財
政
的
支
援
を
受
け
土
木
学
会
、日
本

地
震
工
学
会
の
協
力
を
受
け
て
実
施
し

た
。ま
た
、現
地
で
はAndalas

大
学
の
協

力
を
得
た
。こ
の
ほ
か
、活
動
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、数
多
く
の
機
関
の
方
々
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
各
機
関
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
。あ
わ
せ
て
、在
京
で
活
動
を
支

え
て
い
た
だ
い
た
国
境
な
き
技
師
団
事
務

局
松
尾
全
士
様
に
感
謝
の
意
を
表
す
。
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